
 

５ 将来の都市構造 
 

本市には海岸、山林、田園などの豊かな自然環境が残されており、この自然環境と市街地を今

後においてもしっかりと区分し、秩序ある土地利用を進めます。 

また、地域によって異なる特性や課題を踏まえ、都市的土地利用と自然的土地利用の基本的な

ゾーニング、主要な拠点の配置を設定し、拠点間、地域間を結ぶ連携軸の活用による市域全体で

の一体的・総合的な発展を目指します。 

 

１ 都市的土地利用と自然的土地利用の基本的区分 

コンパクトな市街地形成を図るとともに、市街地を囲む山地や農地の無秩序な開発の抑制

を図るため、土地利用を次のように区分し、それぞれの特性を踏まえた土地利用を展開しま

す。 

(1) 市街地ゾーン 

これまで積極的に公共基盤整備を進めてきた地区については、「市街地ゾーン」に区分し、

各種都市機能の集積、都市基盤整備の推進、居住環境の向上を進めることによって、良好な

市街地の形成を図ります。 

(2) 農地・集落地ゾーン 

市街地を取り巻く農地や集落地は、「農地・集落地ゾーン」に区分し、優良農地の保全及び

農業基盤整備の推進を図るとともに、集落地における生活環境の向上を図ります。 

(3) 山林ゾーン 

市街地の背後に広がる山地・丘陵地は、「山林ゾーン」に区分し、良好な自然環境の維持・

保全を図ります。 

(4) 海岸ゾーン 

本市の臨海部一帯は、「海岸ゾーン」に区分し、臨海部の特性を活かした土地利用の展開と

瀬戸内海の環境保全に努めます。 

 

２ 主要な拠点の配置 

JR 小野田駅～市民館周辺、JR 厚狭駅周辺を、様々な都市機能を集積させ、市の中心的役

割を担う「都市拠点」に、サッカー場～公園通り周辺、JR 埴生駅～埴生市街地周辺を、地域

での生活や交流の場となる「地域拠点」に位置づけ、これらを中心に様々な都市機能の集積

を図ります。 

また、この骨格的な拠点配置の考え方を踏まえ、日常的な生活、産業、交流、レクリエー

ションの拠点を次のように配置します。 

●総合サービス拠点 

市役所周辺、厚狭地区複合施設周辺については、「総合サービス拠点」として位置づけ、

各種行政サービス、金融、医療福祉など多様なサービスを提供する拠点として機能強化に

努めます。 
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●地域サービス拠点 

支所・出張所周辺については、「地域サービス拠点」として位置づけ、総合サービス拠点

を補完する行政サービス施設を中心として、コミュニティ施設等の充実に努めます。 

●工業集積拠点 

小野田・楠企業団地については、就業機会の確保と定住人口の増大に寄与する新規企業

の誘致を図り、東沖ファクトリーパークなどの臨海部一帯の工業団地、山野井工業団地・

新山野井団地などの内陸型工業団地については、既存企業の定着・育成に努め、これらの

工業団地を「工業集積拠点」として位置づけます。 

●商業集積拠点 

都市拠点、地域拠点内の幹線道路沿道の商業施設集積地区、大規模商業店舗を核とする

商業集積地区については、本市の「商業集積拠点」として位置づけ、鉄道駅周辺と連携し

たにぎわいの創出を図ります。 

●学術研究拠点 

山陽小野田市立山口東京理科大学については、「学術研究拠点」として位置づけ、大学が

持つ専門知識、人材の活用を通じて、産学官連携の推進による産業振興、学校教育におけ

る理科教育の支援、地域における生涯学習の充実を図ります。 

●文化交流拠点 

市民館・中央図書館、文化会館を中心とする一帯をそれぞれ「文化交流拠点」として位

置づけ、文化を中心とする市民交流の場としての充実を図ります。 

●スポーツ交流拠点 

市民体育館、野球場、サッカー場などが集積する一帯を「スポーツ交流拠点」として位

置づけ、スポーツを中心とする市民交流の場としての充実を図ります。 

●レクリエーション拠点 

江汐公園、焼野海岸及び竜王山公園一帯、物見山公園、青年の家を含む糸根公園につい

ては、「レクリエーション拠点」として位置づけ、キャンプ場、遊歩道、休憩施設などの整

備を通じて、多くの人に利用されるレジャーや憩いの場としての充実を図ります。 

 

３ 連携軸の活用・強化  

人や物の移動又は人の交流による本市の活性化を図るため、道路・鉄道といった交通基盤、

鉄道・バスといった公共交通サービスにおいて、九州方面・広島方面など広域からの経済・

文化・観光等の交流を図る「広域連携軸（国土連携）」、周辺都市との連携を担う「広域連携

軸（都市連携）」、市内の地域間を連絡する「地域連携軸」を設定し、その活用及び強化を図

ります。 
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